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公益財団法人日本グローバル・インフラストラクチャー研究財団（日本 GIF） 

オンラインセミナー 

「AI 時代の電力インフラをどう支えるか――市場の拡大と次世代データセンター戦略」 

開催のご案内 

 

生成 AI の急速な普及により、世界各地でデータセンターの電力・冷却需要が前例のないペ

ースで増大しています。機械学習アルゴリズムや大規模言語モデルのリアルタイム推論には高

性能 GPU が不可欠です。これらの装置は瞬時に大量の電力を消費し、同時に膨大な熱を発生

させます。その結果、送電網のピーク負荷が上昇し、送電・変電設備の増強や冷却水・廃熱処

理設備の整備が追いつかない地域が出現することが懸念されます。本セミナーでは、予想され

る AI 計算需要を想定し、データセンター事業者が直面する経済的課題を整理します。 

続いて、この需要急増が電力システム全体に及ぼす影響を検証します。特に、系統容量が逼

迫する状況下での再生可能エネルギー普及策、市場拡大の可能性、二酸化炭素の排出削減に関

する政策目標について、分析結果とともに紹介します。 

さらに、再生可能エネルギー導入が進む中で注目される「プロシューマー」（自ら電力を生

産・消費する個人や事業者）の役割に焦点を当て、プロシューマーとデータセンター事業者、

それぞれの拡大が社会に及ぼす影響について考察します。将来のエネルギーミックスと電力需

要の動向にも触れ、AI インフラを支えるための多角的な選択肢について議論を深めます。 

締めくくりに、デジタル変革（DX）とグリーントランスフォーメーション（GX）を同時に

推進する政策オプションを提示し、AI 駆動社会に必要な電力基盤の構築に向けた具体的なヒ

ントを提案します。 

講師は、エネルギー経済学と政策科学の双方に精通する、東京理科大学の高嶋隆太教授（日

本 GIF 専務理事）を迎え、国内外の最新動向を解説していただきます。 

日本 GIF のオンラインセミナーは、講師と参加者との質疑応答の時間を長めに取っており

ます。生成 AI 開発、電力事業、特にエネルギー政策などに関心をお持ちの方のご参加をお待

ちしております。また、関係部署等に、情報を転送していただければ幸いです。 

 

開催日時：2025 年 7 月 31 日（木）14 時～15 時半 

開催方式：Zoom を使用したウェビナー（オンラインセミナー） 

 

☆事前のご登録を下記よりお願いいたします。 

参加費：無料、どなたでもご参加いただけます。 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_1DypapWoR9e01t570qXhUg 

※Zoom の仕様上、お名前を日本語で入力されると、ご登録確認メール記載の姓名が逆転い

たします。ご容赦いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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高嶋 隆太（たかしま りゅうた）氏プロフィール 

 

東京理科大学創域理工学部教授。 

1976 年生まれ、東京都出身。東京大学大学院工学系研究科博士課程中途退学後、東京大学助

教、電力中央研究所協力研究員、千葉工業大学准教授、原子力安全研究協会研究参与などを経

て現職。博士(工学)。専門分野は、エネルギー経済学、政策科学、健康経済学。 
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